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クラブフォーラム①

　皆様　こんにちは。
　７月１０日、相模原かめりあロータリークラブの創立５周年記念例会に、
大谷パストガバナーと会長幹事で参加してまいりました。女性だけでス
タートしたクラブですが、５周年を迎え男性会員も入会されるとのことで
した。男性３名。女性３名合わせて６名の増強とのこと。プレッシャー
を受けて帰ってまいりました。
　今週まだ出来立てほやほやで、温かいまま皆様にお渡しした活動
計画書ですが、色を失敗しました。私の好きなワイン色にしたため、わ
かりにくくなっていますが、背表紙の裏のロータリーソングのイラストを変
えました。ちなみに３年前に幹事をやらせていただいた時にも変えました
が、私が変えたままでした。笑　今回もいんぺりあるさんに何度もダメ
出しをして、ロータリーソングのところは、上部にはハートで音符のイラス
トを、下部には、音符の中で手と手をつないでいるイラストにしました。
結構凝り性です。
　また表紙の裏にもイラストを加え、私の好きな蝶 を々飛ばしています。
また、４つのテストのところに、【作曲 水谷暢宏（元相模原南ロータリー
クラブ会員）】と付け加えました。
というわけで
　本日は、当クラブＯＢ水谷暢宏さんが作曲された【４つのテスト】につ
いてお話しします。

四つのテスト（Four-Way Test）  
真実かどうか（Is it the truth ?） 
みんなに公平か（Is it fair to all concerned ?） 
好 意と友 情を 深 めるか（Will it build goodwill and better 
friendship ?） 
み んなのためになるかどうか（Will it be beneficial to all 
concerned ?）

　四つのテストの創案者であるハーバート Ｊ.テーラーＨｅｒｂｅｒｔ Ｔａｙｌｏｒ
（以後ハーブと略させていただきます）は、当時シカゴ・クラブの会員で、
職業分類は、包装済食品　戸別訪問販売でした。
１９３１年不況のあおりを受けて、莫大な借金を抱え倒産の危機に瀕し
ていたクラブ・アルミニウム社の経営を引き受けることになりました。もしも、
会社の再建に失敗すれば、２５０人の従業員が仕事を失うことになりま
す。彼はこの状況から脱出して、会社を再建するためには、合理的
な指標がどうしても必要だと考えました。従業員が正しい考え方を持っ
て正しい行動をすれば、会社全体の信用が高まるに違いありません。
社員全体が簡単に憶えられて、自分を取り巻く全ての人たちに対して、
考えたり、言ったり、行動したりするときに応用できる指標が必要であ
ることに、気づいたのです。
　社長室の机の前で頭をかかえながら、およそ１００語からなる文章をし
たためましたが、これは長すぎると判断しました。そこでさらに推敲を重ね、

それを７つの項目にまとめたのです。四つのテストは当初は、七つのテ
ストだったのです。しかし、これでも長いと考えた彼は、それを自問形式
の４項目にまとめ上げ、それが今日の四つのテストとなりました。
　ハーブは、正しい営業活動を行えば必ず会社が再建できると考え、

「四つのテスト」を示しました。同社の業績は改善を続け、６年間で、
負債は完済。その後の１５年間では株主に対して１００万ドル以上もの
配当が支払われ、同社の純資産は２００万ドル以上に達しました。
　１９４２年、当時の国際ロータリー（ＲＩ）理事のシカゴのリチャード・ベ
ナー氏が、ロータリーもこのテストを取り入れるべきだとの提案をし、ＲＩ理
事会は、四つのテストを職業奉仕プログラムの一つの構成要素としまし
た。もっとも、このテストは、今日では四大奉仕部門のすべてにおける
不可欠の要素として認識されています。ハーブは、ロータリーの創立
５０周年記念にあたる１９５４－５５年度、ＲＩ会長に就いた時、四つのテ
ストの著作権をＲＩに移譲しています。この４つのテストは、今日では四
大奉仕部門のすべてにおける不可欠の要素として認識されています。
本日の会長の時間は【４つのテスト】についてお話しました。

◆今後の予定
・本日７月１１日：徳久前会長、藤原前幹事による、「一年の振り返り」と
いう卓話

・１８日：ガバナー公式訪問。例会終了後にガバナーとの懇談会があり
ます。１時間程度を予定しております。多くの出席をお待ちしておりま
す。地区役員の方は１１時よりガバナーとの懇談会があります。出席
をお願いします。その際、男性はロータリーのネクタイを、女性はスカー
フを着用してください。

・２５日はクラブフォーラムで国際奉仕を取り上げる予定です。
・８月１日は大谷新一郎会員による会員卓話です。

　２７８０地区の立法案検討委員会委員の栗林です。副委員長の大
谷ＰＧもいらっしゃいますが、２０２５年に手続き要覧が改定されるにあた
り、国際ロータリー定款並びに細則について、変更した方がいいと思
われるところがありましたら、クラブで協議していただいて、提案してい
ただきたくお話させていただきました。会長幹事会でも話がでると思いま
すが、よろしくお願い申し上げます。

　電話一本で幹事を引き受けてくれた藤原さんが、幹事を委員長と
誤解していたことを今日初めて知りました。最初にマイロータリーの幹事
研修を渡した以外に、何も説明しない会長によくぞ一年数ヶ月付いて
きてくださいました。ありがとうございました。
　こうして振り返ると、よく遊びよく遊びよく遊ぶの一年間でした。特に、

■幹事報告 幹事　江田　昌弘

■卓話「徳久年度を振り返って」
前会長　徳久　京子

■地区立法案検討委員会 委員　栗林　一郎

（裏面につづく）

ＳＡの小林さん、例会親睦委員長小野田さんには大変お世話になりま
した。私たちがロータリーに費やした日数は１００日ちょっとですが、杉﨑
ＡＧはおそらく２００日を超えていたのではないでしょうか。大変お疲れ様
でした。
　未経験のみなさま、こんなに楽しい一年を過ごせる会長幹事、是非
挑戦してくださいね！

　令和２年４月７日入会で、今年で４年目になりました。昨年の今頃は
右も左もわからないまま、幹事として活動していました。いろいろなイベ
ントがありました。その都度ベストを尽くしたつもりです。こんな私を幹事
として受けて入れてくれた、南クラブの度量の深さに感謝します。小林
大二郎さんのＳＡっぷりにいつもドキドキでした。杉﨑さんがガバナー補
佐の下での会長幹事会が、毎月一番楽しかったです。そして何より、

コロナ禍でロータリーが良くわからないまま活動していた私を、幹事に引
きずり込んでくれた徳久さんには感謝しています。引き続き皆様よろしく
お願いいたします！
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7月11日（修正）完全欠席 ＝ 小川、三枝、澁谷（直）、鈴木（晴）、鈴木（雅）、中村（辰）、中村（文）、中村（好）、中山、宮崎、若林

会報委員長  鈴木（昌）　担当委員  中村（文）　鈴木（昌）　小方　小川　柏原　桑田　三枝　須坂　鈴木（雅）　竹村　中村（辰）　松井　松山　宮崎

松井　克之 君
★昨日パキスタン大使のお招きで、ディナーを頂戴しました。残念なこ

とに、今度の大使は、敬虔なイスラム教徒でノンアルコールでした。
中村　辰雄 君
★古女房のお誕生日祝いをありがとうございました。

■本日のスマイルBOX
奥橋　園子 君、江田　昌弘 君
★徳久前会長、藤原前幹事、卓話楽しみにしております。一年

間お疲れ様でした。
徳久　京子 君、藤原　新一 君
★本日卓話を担当いたします。よろしくお願いします。
栗林　一郎 君、小林　大二郎 君
★徳久前会長、藤原前幹事、一年間お疲れ様でした。
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大二郎さんのＳＡっぷりにいつもドキドキでした。杉﨑さんがガバナー補
佐の下での会長幹事会が、毎月一番楽しかったです。そして何より、

【横のページ】
　新年度がスタートいたしました。７ページにゴードンＲ．マッキナリー　
国際ロータリー（ＲＩ）会長のメッセージが掲載されています。「行動し
よう」じっくりとご一読をお願いいたします。
●１８ページからは全地区のガバナーが紹介されています。第２７８０
地区　田島敏久ガバナーは３０ページにワインが好きな勉強家として
紹介されています。好みはご存知の通り赤ワインとのことです。
●７月は母子の健康月間です。特集は４２ページから掲載されています。

「高知おむつバンク」（高知東ＲＣ）の記事は子育ての経験がない私は、こ
うしたマッチングがあるのだと感心してしまいました。ネットで検索してみたと
ころ、高齢者の在宅介護や老犬ホームなどでも同様の支援がありました。
●６２ページ　ロータリーの友委員会の名簿をご覧ください。２７８０　

中村辰雄　会員のお名前があります。会員の皆さま、相模原南ＲＣ
の記事が掲載されるよう奉仕活動などに参加して楽しみましょう！

【縦のページ】
●４ページ「女性がより活躍できる組織・社会づくり」行政職に身を
おいた元厚生労働省事務次官の第２７１０地区グループＩＭ特別講
演要旨が掲載されています。読み進めていくと行動経済学で女性
活躍を分析した結果、女性が活躍できない理由が二つあり、一つは
無意識の差別の存在、もう一つが女性は自己評価が厳しいというこ
とだそうです。まだまだ身近なところで「女性初の〇〇」という紹介を
見聞きします。私だけかもしれませんが、この紹介に少し性差を感じ
る時があります。適性、能力の方が務めるわけですから、その方自身
のご紹介を丁寧にするように心がけたいと思います。

担当 ： 鈴木　昌彦ロータリーの友７月号紹介
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2023 年 ５月 　　　　　　　　　 　　個 人 別 出 席 状 況 　　　　　　　　　　　（ 例 会 ４ 回 ）

長  瀬　　　徹
藤  原　新  一
松  井　克  之
松  山　隆  雄
溝  渕　真  澄
宮  崎　雄一郎
森  泉　朋　子
山  﨑　辰  男
山  田　　　修
吉 田 一 紀
若  林　美　佳

会 員 名 H M Z ％ 会 員 名 会 員 名 H M ZH M Z ％ ％

平 均 95 . 0 0％

コロナ禍でロータリーが良くわからないまま活動していた私を、幹事に引
きずり込んでくれた徳久さんには感謝しています。引き続き皆様よろしく
お願いいたします！

●当日最高出席率 １位：86.67％ ７月19日 佐藤Ｇ卓話
 2位：84.09％ 9月6日 相沢ＰＧ卓話
●徳久年度第１回目例会当日出席率：７５.00％ → 最終例会当日出席率：75.56％
●１年間のスマイル ←重要　　→ 1,030,3000円
●ロータリー関係の日数 →106日（徳久会長調べ）
●他クラブからの延べゲスト人数 → 21名（重複あり）
●ポリオ募金 → 111,785円　　青森大雨災害募金 → 47,440円　
トルコ地震募金 → 697,272円（地区内１位）
その他パキスタン洪水に対する募金等

【徳久年度（２０２２―２０２３）　データ】
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